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研究成果の概要： 
本研究は，会話においてイントネーション（声の高低）がどのようなパタンを持ち，それぞれ

がどのような機能を担っているかを，言語ごとに分析して比較することで，共通点と相違点を

探ろうとした．東南アジアの 3 つの言語（ビルマ語，タイ語，インドネシア語）を対象として

行ったが，声調言語（ビルマ語とタイ語）ではイントネーションと声調の区別の仕方を知るた

めに，声調を詳しく調べた．声調言語でないインドネシア語についてはイントネーションのパ

タンとしてどのようなものがあるかを調べた． 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 1，900，000 570，000 2，470，000 

20 年度 1，000，000 300，000 1，300，000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2，900，000 870，000 3，770，000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 
キーワード：音声学，東南アジア，イントネーション，インドネシア語，ビルマ語，タイ語 
 
１．研究開始当初の背景 

(1) 超分節的要素の研究は，音声学の研究
の中でも比較的新しく，基礎的な研究の積み
重ねが必要である．特にイントネーションの
研究は，従来の音韻論の枠組みに収まらない
ものであり，音声として現れる形のパタンが
どのようなものとして捉えられるか，また，
パタンが担う機能はどのようなものである
かという記述的な研究も十分ではない．記述
的な研究とともに音響音声学的な基礎資料
の蓄積も必要であり，その両面からの研究を

さまざまな言語で進めて行くために必要な
要素を見極めておく必要がある． 

 
(2) イントネーションという，１文あるい

は１発話の声の高低を研究するにあたって
は，声の高低に関与するさまざまな要因の中
で，特定できるものは明らかにしてゆかなけ
ればならない．声調やピッチアクセントは，
声の高低を主に使っているということが明
らかにされているが，それらは文あるいは呼
気段落の単位に担われるものではなく，音節



あるいは語あるいは強め段落の単位に担わ
れるものであることがわかっている．これら
が音響音声学的にどのように捉えることが
できるかを明らかにしておくことは，イント
ネーションの研究のためにまず必要である． 

 
 
２．研究の目的 

(1) 超分節的要素の談話の中で果たす役割
を，イントネーションを中心に分析すること
を目的とする．そのために，音声的なタイプ
の異なる 3 つの言語を選んだ．それぞれの言
語の中でイントネーションに関与する，呼気
段落以外の単位に担われる要因がある場合
は，その現れ方を検討する． 

 
(2) 声調は呼気段落ではなく音節の単位に

担われる特徴であるが，その声調は声の高低
としてどのように現れるのか，また，声調言
語の間の共通点と相違点を検討することで，
音節に担われる声調の音声学的特徴を検討
することを目的とする． 

 
(3) 声調言語でないインドネシア語につい

て，イントネーションのパタンとして特定で
きる声の高低の現われを，音響音声学的に捉
え，その機能について談話機能も含めた言語
学的な側面から検討する． 

 
(4) 声調言語，非声調言語ともに，イント

ネーションのパタンの共通点と相違点はど
のようなものか，また，イントネーションの
機能は言語によってどのように異なるのか，
を対照することで明らかにしてゆく． 

 
 
３．研究の方法 

(1)声調言語である，タイ語とビルマ語につ
いて，声調が音声学的にどのように現れるの
かを，音響音声学的な手法を用いて検討する． 

 
① タイ語について，5 種類の声調が声の

高低としてどのような現われである
かを調べる．そのためには，ひとつの
声調について，それを担う音節の構成
要素が様々に異なる語をリストアッ
プしそれぞれの声の高低の共通の特
徴を抽出する．そのために，タイ語の
話者の音声を録音し，音声分析を行い，
その基本周波数を計測し，基本周波数
パタンとしての共通点といえる特徴
を検討する．これを，5 種類すべての
声調について行い，そのデータを蓄積
する． 

② ビルマ語について，4 種類の声調が声
の高低としてどのような現われであ
るかを調べる．そのためには，ひとつ

の声調について，それを担う音節の構
成要素が様々に異なる語をリストア
ップしそれぞれの声の高低の共通の
特徴を抽出する．そのために，タイ語
の話者の音声を録音し，音声分析を行
い，その基本周波数を計測し，基本周
波数パタンとしての共通点といえる
特徴を検討する．これを，5 種類すべ
ての声調について行い，そのデータを
蓄積する． 

 
(2) 声調言語でないインドネシア語は，ス

トレスアクセントを持っていると言われて
いるがこのアクセントは声の高低に対する
関与は少ないと考えられる．そこで，インド
ネシア語については，いくつかの文型につい
て，ニュートラルな文のイントネーションの
パタンを抽出することを試みる．次にそれに
対してニュートラルでない文，すなわち，文
のいずれかの要素を強調するようにして，そ
のイントネーションのパタンを抽出する．こ
れらのいずれにおいても，インドネシア語の
話者の音声を録音し，音声分析を行い，その
基本周波数を計測し，基本周波数パタンとし
ての特徴を検討する． 

 
(3) インドネシア語で得られた，イントネ

ーションのパタンとその機能の視点からの
分類が，タイ語とビルマ語に当てはまるかど
うかを検討する． 

① タイ語について，いくつかの文型につ
いてニュートラルな文を作る．この文におい
て，声調が基本周波数に関与するはずである
ので，5 種類の声調が文を構成するそれぞれ
の位置で現れるように組み合わせて，なるべ
く自然な文を作る．そして，声調とイントネ
ーションをどのように分離して捉えるかに
ついて検討する． 

② ビルマ語について，いくつかの文型に
ついてニュートラルな文を作る．この文にお
いて，声調が基本周波数に関与するはずであ
るので，4 種類の声調が文を構成するそれぞ
れの位置で現れるように組み合わせて，なる
べく自然な文を作る．そして，声調とイント
ネーションをどのように分離して捉えるか
について検討する． 

 
 
４．研究成果 

(1) 声調言語であるタイ語について，２音
節の語または句を作り，第１音節にある場合
と第２音節にある場合とで声の高低のパタ
ンがどのように現れるかを検討した．その結
果，５種類の声調が第１音節に来た場合と第
２音節に来た場合とで，基本周波数で観察さ
れる音の高低は少し異なることがわかった
が，ひとつの声調についてみてみると第１音



節と第２音節の現われに共通の特徴を抽出
することができた．それらは，基本周波数の
絶対的な高さではなく，音節内での基本周波
数の変化の仕方ということができる．また，
これらの特徴が５種類の声調を互いに区別
するのに用いられている特徴であると推測
することができる． 

 
 (2) 声調言語であるビルマ語について，２

音節の短文を作り，その第１音節に４種類の
声調が，様々な音節の構成要素で現れる形で
観察した．その結果，４種類の声調が，基本
周波数の絶対的な値では相互にかなり重な
り合うが，音節内の基本周波数の変化の仕方
と基本周波数の絶対的な値の組み合わせと
して考えると，４種類の声調を互いに区別す
る特徴を見出すことができた．この調査の中
で，基本周波数の絶対的な値というのはひと
りの発話者の中で考えることができる値で
あり，発話者が話し声として用いることがで
きる基本周波数の範囲の中の低い範囲とか
高い範囲であると推測した．すなわち，初対
面の人の話を聞く場合でも，その人がどのく
らいの範囲の声の高さを使うかということ
を，ことばを聴き始める最初の数語でわかっ
てしまうのではないかと推測される．またさ
らに，結果について検討する過程で，声調の
区別には声質が関与する可能性も示唆され
ている． 

 
 (3) インドネシア語について，会話教材に

現れる名詞文のイントネーション型の音響
分析を行ない考察した。同教材の中には
Halim の提唱したイントネーション型モデル
に合致しない名詞文がある。これらがイント
ネーション型モデルから外れてもコミュニ
ケーションが成り立つには、文脈や話者の母
語の影響などといった音響的要因以外の要
因が考えられる。 
 このような結果を踏まえ、さらにいくつ

かの実験を行なった。母語の影響として、例
えばジャワ語母語話者とスンダ語母語話者
とではイントネーションの実現が異なるこ
とがしばしば言われる。そこでジャワ語母語
話者を対象としてインドネシア語の単文を
読み上げてもらったところ、複数のインフォ
ーマントで、Halim のイントネーション型モ
デルとは異なるイントネーションがしばし
ば現れた。スンダ語母語話者の場合には比較
的 Halimのイントネーション型モデルに沿っ
たイントネーションの実現が観察されるが、
今後の課題としてジャワ語やスンダ語ある
いは他の言語を母語とするインドネシア語
話者のイントネーションのさらなる観察・検
討が必要である。 

 一方で、文脈を与えてインフォーマント
に発話してもらった名詞文を、文脈から切り

離した単文の形で文意を他のインドネシア
語話者に確認してもらうという知覚実験も
行なった。結果として被験者は本来の文意と
は異なる判断をすることがしばしばであっ
た。このことから、イントネーションはそれ
独自で判断材料となるというよりむしろ文
脈と併せて判断する可能性が高いことが示
唆された。今後の課題として、文脈がイント
ネーションの実現にどの程度の関与をする
のか、またその関与をどのように考慮して分
析を行うべきかを十分に検討する必要があ
ることが判明した。 

 
 (4) 声調言語のイントネーションパタン

を抽出するところまでは本研究ではたどり
着くことができなかった．声調は，ピッチア
クセントと同じように，声の高低を主に用い
ているので，日本語と類似の現象があると推
測している．すなわち，文の単位での声の高
低変化に，強め段落にかかる要素の高低と，
呼気段落にかかるようその高低の両方が同
時に反映しており，聞き手はそれらを分離し
て聞き取ることができるということである．
声調とイントネーションを，いずれも声の高
低変化として合成して発音し，聞き取るとき
はそれらを別々に聞き取るということであ
る．基本周波数という物理的な特徴としては
1 種類のものになっているが，それのある部
分のある特徴を捉えて声調，イントネーショ
ン，と分けているであろうと推測される．そ
の「ある部分のある特徴」が言語によって異
なることが考えられ，それを，2 種類の声調
言語について比較検討したいと考えている． 

 
(5) 声調言語，ピッチアクセントを持つ言

語，ストレスアクセントを持つ言語について，
イントネーションのパタンがどのようにな
っているか，それらがどのような機能を持っ
ているのかを検討するのは，それぞれの言語
によってアプローチが異なることが明らか
になった．しかし，一方で，文という単位か
ら考えると，その機能はある範囲の中にあり，
それぞれの機能がどのような手段で表され
るかを調べる方向からのアプローチで，言語
間の対照を行いながら研究を効率的に進め
ることができると考えている． 
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